
食品ロス削減啓発情報交換会

大阪市における

家庭系食品ロス削減の取組について
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大阪市環境局事業部家庭ごみ減量課

令和８年２月５日
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家庭系食品ロスの現状

令和6年度の普通ごみ組成
推計総量：28.7万ｔ

※普通ごみ・・・最大の辺または径が30cm以内のもの、あるいは棒状で１ｍ以内のもので、
資源ごみ、プラスチック資源、古紙・衣類の対象品目外のごみ。
台所ごみ・生ごみ・日用品・陶磁器・布類などが該当する。

大阪市における家庭系食品ロス削減の取組について

大阪市：令和６年度家庭系ごみ組成分析調査より

生ごみに含まれる食品ロスの量（3.4万トン）は、普通ごみの
11.8％を占めており、食品ロス対策のより一層の推進が必要



事業者との連携によるフードドライブ実施
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フードドライブ回収事業に関する
協定 （回収事業者）
令和３年６月締結

〇店舗等において食品を回収し、
「連携事業者」が食品を回収に
来るまでの間、保管する

【現在の連携協定締結先】 ４事業者
・株式会社光洋
・生活協同組合おおさかパルコープ
・株式会社ダイエー
・株式会社スーパーホテル

フードドライブ連携実施に関する
協定 （連携事業者）
令和元年６月締結

〇環境局が回収、又は「回収事業
者」が店舗等で回収した食品を引き
取り、福祉団体や生活支援を必要と
する個人等へ無償譲渡する

【現在の連携協定締結先】 ２事業者
・一般社団法人なにわフードバンク
しっかり食べや
・特定非営利活動法人ふーどばんく

OSAKA

大阪市における家庭系食品ロス削減の取組について



未開封のもの

包装や外装が破損していないもの

生鮮食品(肉、魚、野菜など)以外で常温保存が可能なもの
(例：お米、お菓子、乾麺、インスタント食品、缶詰、調味料など)

持ち込む時点で賞味期限まで1か月以上あるもの
(賞味期限が明記されていないものは持ち込めません)

アルコールを含まないもの
(みりん、料理酒は持ち込めます)

フードドライブの回収対象食品
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大阪市における家庭系食品ロス削減の取組について

回収場所や日時等については大阪市のホームページ「フードドライブ」で公開中



イベントでの回収 区民まつり、ガレージセール等での回収

（令和６年度は40回、回収を実施）

６ 区 ６１カ所

ファミリーマート

区民センター、社会福祉協議会、老人福祉センター等

３ 区 ５カ所

大阪市 ( 環境局 )

（２４か所）

月１～２回の指定時間帯に対面回収

（浪速・阿倍野区は開庁時は常時受付）

区役所での回収

環境局は回収場所・日時等をホームページ等で周知

・食品の持ち込み（回収）
（実績量＝黒色表示）

・食品の引渡し ・譲渡
（実績量＝緑色表示）

（凡例）

R6年度：2,097Kg
（浪速区を除く）

連携協定締結

R6年度：248Kg

フードドライブ回収事業に関する協定（回収事業者）
〇 店舗等において食品を回収し、「連携事業者」）が
    食品を回収に来るまでの間、保管する）

【連携協定締結先】
（株）光洋，生活協同組合おおさかパルコープ，
（株）ダイエー，（株）スーパーホテル

MaxValu ，KOHYO ，
グルメシティ等 20 区 46カ所

フードドライブ連携実施に関する協定（連携事業者）

（ 環境局が回収、又は「回収事業者」が店舗
等で回収した食品を引き取り、福祉団体や生
活支援を必要とする個人等へ無償譲渡する）

【連携協定締結先】
一般社団法人なにわフードバンクしっかり食べや
特定非営利活動法人ふーどばんくOSAKA

市民等の皆さま

ご家庭で余った食料等

R6年度：6,978Kg

福祉団体，
生活支援を必要

とする個人等

R6年度=8,133Kgを譲渡

社会福祉協議会等

R6年度=1,190Kgを譲渡

R6年度：1,155Kg
R6年度：6,978Kg

R6年度：1,190Kg

大阪市におけるフードドライブ実施状況

ファミリーマートと各区役所が「合意書」を締結

区役所指定事業者等

（社会福祉協議会等）

（回収量は令和６年度 実施箇所数は令和８年１月現在）

5



食品ロスに関する出前講座等の実施
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大阪市の食品ロスに関する現状や食品ロス削減の取組について学べる出前講座や
調理の工夫で食品ロスを減らす料理教室を実施している。

出前講座を希望される場合は、大阪市環境局事業部家庭ごみ減量課に
お問い合わせください。

実施回数について

令和７年度 令和６年度

出前講座 ４回 １回

食品ロスを減らす料理教室 10回 ４回

合計 14回 5回

大阪市における家庭系食品ロス削減の取組について

出前講座の様子

出前講座で使用したボードゲーム
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調理の工夫で食品ロスを減らす料理教室の実施

市内10か所の環境事業センターが各区の個人や親子を公募し、「食材を無駄にせずごみをなるべく出さない
取組」の啓発・実践を目的に、「食生活改善推進協議会」等から招いた講師による調理実習を実施している。
併せて、環境事業センター職員による食品ロスをテーマにした講話を実施している。

令和７年度実施回数：10回（令和７年12月末現在）
※令和６年度実施回数：４回

大阪市における家庭系食品ロス削減の取組について
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調理の工夫で食品ロスを減らす料理の実践
大阪市のホームページ「調理の工夫で食品ロスを減らす料理の実践」で「食品ロス削減レシピ」を紹介。

大阪市環境局YouTubeチャンネルで動画も公開。
（キャベツの芯を使ったお好み焼きなど）

大阪市における家庭系食品ロス削減の取組について
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SNSでの情報発信
大阪市環境局３ＲのＳＮＳ（X・Instagram・Facebook）で各区での食品ロス削減に関するイベント情報等を
発信している。

大阪市における家庭系食品ロス削減の取組について



Push for Eco！（大阪エコ推し）運動
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協定締結事業者
・イオンリテール株式会社 ・イズミヤ・阪急オアシス株式会社
・株式会社イトーヨーカ堂 ・生活協同組合おおさかパルコープ
・株式会社関西スーパーマーケット ・株式会社京阪百貨店
・株式会社光洋 ・株式会社コクミン
・株式会社ダイエー ・株式会社大丸松坂屋百貨店
・株式会社平和堂 ・株式会社ライフコーポレーション

◇スーパーなどの小売事業者、市民団体、大阪市が連携
→令和７年10月１日から開始。12事業者、１市民団体と協定を締結（令和８年１月現在）

市民団体
・なにわエコ会議

レジ袋の削減を目的としていた「大阪市におけるレジ袋削減に関する協定」から、
食品ロスの削減やプラスチックに係る資源循環の促進等を目的とした協定に移行した。

大阪市における家庭系食品ロス削減の取組について

大阪市



Push for Eco！（大阪エコ推し）運動
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◇未来を持続可能なものにして次の世代に引き継いでいくことをめざす

〇プラスチックに係る資源循環促進等に向けた取組
例
・エコバッグ持参の呼びかけ
・店頭リサイクル回収
・カトラリー類や包装をプラスチック製から環境負荷の低い製品へ代替

〇食品ロスの削減に向けた取組
例
・客数に合わせた適正発注
・小分け販売の実施
・てまえどりの推進
・消費期限の近い食品の値引き販売

       

→今後、新たな事業者との協定締結を進めるほか、事業者の店舗で啓発活動を実施する予定。

大阪市における家庭系食品ロス削減の取組について



ごみ減量フェスティバル
ガレージセール・イン・OSAKA TOWNにおける啓発
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大阪市では平成21年度から10月を「ごみ減量強化月間」と設定し、ごみ減量・リサイクルや環境に関する様々な取組や
イベントを行い、市民の意識の高揚、具体的な取組の実践を促進している。
その中心的な取組が「ごみ減量フェスティバル ガレージセール・イン・OSAKA TOWN」。
開催場所は「大阪城公園 太陽の広場」（※令和７年度については「長居公園 自由広場」）

大阪市における家庭系食品ロス削減の取組について

フードドライブを実施している事業者のブースと集まった食品家庭ごみ減量課の出展ブースと啓発パネル



各区ガレージセールにおける啓発
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市民のごみ減量・リサイクルおよび環境問題の意識を高めることを目的に各区で開催。

各区民が出店するガレージセールのブースに加え、食品ロスに関する啓発パネルの展示やフードドライブなどを実施。

各区のガレージセールの開催情報等については、大阪市のホームページ「令和7年度ごみ減量フェスティバル・
各区ガレージセール開催状況」で公開中。
（２月21日は天王寺区で、３月７日は東住吉区と住之江区で、３月15日は浪速区で開催予定）

大阪市における家庭系食品ロス削減の取組について

西淀川区のガレージセールの様子 住吉区のガレージセールの様子と啓発パネル
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ご清聴ありがとうございました
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